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C．肝臓機能障害時のプロムサルフアレイン測定値並びに
　　尿ウロビリノーゲン及照
　1）四塩化炭素大量腹腔内注同時には，ブ・ムサルファ
レィン値平均10％で，24時間後に著明の機能障害をみと
め，尿ウロビリノーゲン反応も強陽性を示している。7匹
の中2匹は24時間内に死亡している。
　2）四塩化炭素中等量腹腔注射後は3日同の測定値10～
30％を占め，ウロビリノーゲンは2匹に陽性となったが，
5匹の中1匹ej　IO日目で死亡している。5日目には最高
100％のプロムサルファレイン値を示している。
　3）四塩化炭素を極めて少量注射した場合には尿ウロビ
リノーゲン，肝臓のプロムサル7アレイン試験の陽性に出
たものはなく，家兎も食慾よく元気であった。
D．肝臓の病理學的所見
　質症例No．1と，中等症No．10の2例の病変について述
べる。
　重症の場合（No．1）
　著明の中心瀞脈を中心とする小葉のいわゆる中心性変性
壊死像を星し，強く冒された部ではその変性は，グリソン
氏鞘周囲にまて及んでおり一部出血性でまた複崩壊性で原
形質は泡沫状をなしており，血管壁も共に壊死に陥ってい
る。これが更にグリソン三十に近い部分は壊死に陥ってい
ない。肝細胞も殆どすべて多少共変性を起こしている。星
芒細胞は壊死像は不明となるが，周辺部では一部膨化，活
性化し，一部変性している。Sudan　IIIでは中心性脂肪変
性を示している。
　中等症の場合（No．10）
　中心瀞脈周辺セこ出血あり，中心性壊死の形をなしている。
更に小葉内の肝細胞の壊死が著明で泡沫状膨化している。
第9表　四塩化炭素注入時の肝臓機能
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星芒細胞も膨化変性し，赤血球貧喰像あり，肝細胞の配列
が乱れている。脂肪染色により中心部に脂肪変性が強いが，
その他の部にも源満性散在性の脂肪浸潤がある。重症例の
それと比べればその変性過程は前者の定型的中心性脂肪変
性に比し，若干の変性過程の差があることは明らかである。
しかし何れにしても肝病変の主なるものは肝実質の変性壌
死と中心性脂肪変性にあると云える。
　　　　　　　　縮括・考按
　肝臓機能障害と寒冷血球凝集反応の間の関連性
については，古くから論議され，中村は四塩化炭
素，ヘバトキシン等の注射によりまた肝の一部切
除により，肝臓機能を障害すれば，寒冷血球凝集
反応は低下すると述べ，前田は家兎に燐または四
塩化炭素を注射するときには，寒冷血球凝集反応
の産生1”＃　一一時的に上昇すると述べ，長佐古も同様
に充進ずるという。また甲賀は四塩化炭素大量注
射により，本反応は低下し，少量注射により上昇
する．と報告している。ここでこれ等先入の報告の，
注射前と注射後の凝集価の消長を見ると，最高の
凝集価は長佐古の128倍を示している2例に過ぎ
ない。また注射前と注射後の間に凝集価2～4倍の
変動しか見られない。離って正常家兎血清の凝集
価について見ると，石橋は4～128倍でその中16
倍のものが最も多いといい，吉叶3＞は12～32倍，
岸は64倍，前田は8～12倍，と述べており，私
の実験では8～128倍を示している。さらに．吉田
の実験によると，この凝集価はなん等の内因的素
因なくして変動を見る。即ち日差（2～4倍まで）
をみとめるといい，私も正常人血清にて2～3倍
の日差を認めた。’
　以上のごとく考えると，本反応と四塩化炭素，
クロロホルム等の肝臓毒による肝臓機能障害との
間には，認むべき変化が見られないと考えられる。
結 論
　四塩化炭素及びクロロホルムによる家兎の肝臓
機能障害時において寒冷血球凝集反応の価には変
化が認められなかった。
（旧召禾029．8。7受f寸〉
Summary
　　1）　A　research　on　the　seasonal　variation　of　cold　hemagglutinin　titers　has　been
conducted．　As　a　result　it　was　revealed　that　in　summar　the　cold　hemagglutinin　titer　was
lower　than　in　other　seasons．　This　seasonal　difference　is　statistically　significant．
　　2）　The　daiJy　variation　of　coJd　hemagglutinjn　titers　jn　normal　human　serum　js
remarl〈able．
　　3）　No　change　was　observed　in　the　cold　hemagglutiminin　titers　in　rabbits，　of　which
livers　were　injured　with　carbon　tetrachloride　or　chloroforrn．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Aug．　7，　1954）
23）吉田：北海道医学誌5（3），16（ll召2）．
